
瘡
疾
（
マ
ラ
リ
ア
）
は
現
代
の
日
本
で
は
土
着
の
疾
病
と
し
て
は
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
が
、
過
去
に
お
い
て
は
相
当
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

●
●
■
●
□

い
る
。
平
安
時
代
に
こ
れ
が
わ
ら
わ
や
承
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
も
、
風
土
病

地
帯
で
は
成
人
は
大
体
免
疫
が
で
き
て
し
ま
っ
て
主
と
し
て
小
児
に
定
型
的

な
症
状
が
見
ら
れ
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
京
都
も
マ
ラ
リ
ア
の

風
土
病
地
帯
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
時
を
疫
病
の
様
に
マ
ラ
リ

ア
が
勢
を
増
す
こ
と
が
あ
り
、
「
明
月
記
」
で
も
定
家
の
子
が
三
人
共
瘡
病

に
侵
さ
れ
た
こ
と
を
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。
（
「
明
月
記
」
は
変
則
的
漢
文

体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
仮
名
ま
じ
り
文
に
し
て
引
用
す
る
。
）

「
正
治
元
年
七
月
十
三
日
、

ひ
つ
じ

お
こ

小
児
今
日
又
未
時
ば
か
り
発
る
、
小
男
又
此
両
三
日
温
気
病
悩
、
天
下
瘡

病
計
ふ
る
に
勝
ふ
く
か
ら
ず
、
三
人
子
共
に
病
む
、
不
思
議
な
り
。
」

浩
こ発
る
と
い
う
の
は
マ
ラ
リ
ア
の
熱
発
作
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
日
本
に

存
在
し
た
マ
ラ
リ
ア
は
三
日
熱
で
あ
り
、
隔
日
に
発
熱
し
た
。
「
明
月
記
」

に
は
次
の
様
に
定
家
自
身
が
瘤
を
患
っ
た
時
の
記
述
も
あ
り
、
隔
日
に
大
体

同
じ
時
刻
に
発
熱
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
は
当
時
常
識
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。

「
正
治
元
年
八
月
十
四
日
、

つ
ぎ
め

と
り

車
中
よ
り
心
神
忽
ち
不
快
、
手
足
継
目
甚
だ
痛
む
、
酉
時
以
後
前
後
不
覚
、

お
こ
り

是
発
心
地
か
。
」

藤
原
定
家
「
明
月
記
」
に
お
け
る
瘡
疾中
村
昭

「
同
八
月
十
六
日
、

お
こ
り
ぴ

ひ
つ
じ

ふ
れ
』
宇
川
夕

発
日
怖
畏
に
よ
り
即
ち
退
出
帰
盾
、
未
時
ば
か
り
発
出
づ
・
」

「
同
八
月
十
八
日
、

ひ
つ
じ

ゆ
ぶ
れ

ふ
や
』
」
い
ず

朝
よ
り
垣
山
湯
に
浴
す
、
未
一
点
ば
か
り
鱈
の
中
に
於
て
発
出
づ
、
今
日

動
熱
嚥
ふ
る
物
無
し
・
」

「
同
八
月
廿
日

ひ
つ
じ

早
旦
九
条
地
蔵
堂
に
詣
づ
、
未
時
そ
の
気
あ
り
、
価
ち
急
ぎ
帰
る
間
、
例

お
こ
り

の
如
く
発
出
づ
・
」

「
同
八
月
廿
二
日
、

歌

さ
る

聖
尊
阿
闇
梨
来
た
る
、
巳
時
ば
か
り
即
ち
護
身
、
申
終
ば
か
り
そ
の
気
あ

り
、
但
し
事
の
外
宜
し
。
」

「
同
八
月
廿
四
日
燕

お
わ
ん

聖
尊
阿
闇
梨
又
来
た
る
、
終
日
護
身
の
間
、
今
日
無
為
落
ち
得
了
い
。
感

悦
極
ま
り
無
し
・
」

以
上
要
点
だ
け
を
摘
録
し
た
が
、
心
神
不
快
、
咳
気
等
の
記
述
も
頻
繁
で

あ
る
。
治
療
は
専
ら
祈
祷
に
頼
っ
て
い
る
。

さ
て
、
マ
ラ
リ
ア
の
急
性
期
を
脱
し
て
も
慢
性
マ
ラ
リ
ア
症
に
移
行
す
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
は
近
代
マ
ラ
リ
ア
学
の
教
え
る
所
で
あ
る
。
定
家

の
場
合
、
自
分
で
風
病
と
書
い
て
い
る
次
の
様
な
不
定
症
状
を
頻
々
と
経
験

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
慢
性
マ
ラ
リ
ア
の
症
状
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能

と
思
わ
れ
る
。

「
正
治
二
年
三
月
廿
四
日
、

魂

巳
時
ば
か
り
嵯
峨
を
出
で
京
に
帰
る
、
風
病
猶
不
快
、
心
神
甚
だ
悩
む
。
」

「
同
七
月
廿
一
日
、
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風
病
連
夜
発
り
為
ん
方
な
し
、
価
ち
沐
浴
す
。
」

「
同
十
月
廿
九
日
、

み

巳
時
ば
か
り
忽
ち
振
ひ
出
づ
。
又
小
温
気
あ
り
汗
出
で
、
即
ち
又
遁
寒
此

く
の
如
し
、
度
を
寒
温
ｃ
」

「
同
十
一
月
一
日
、お
こ

せ

今
日
昨
日
殊
に
発
ら
ず
、
只
咳
病
猶
以
て
術
無
き
の
上
、
心
神
窮
屈
為
ん

方
な
し
」

こ
の
他
、
「
明
月
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
瘡
疾
の
症
例
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
報
告
し
た
。

心
中
殊
に
違
乱
、

「
同
十
月
二
日
、

頭
病
承
手
足
痛
む
、
温
気
あ
る
を
以
て
な
り
、
但
し
身
殊
に
温
か
ら
ず
、

中
殊
に
違
乱
、
午
後
腹
苦
痛
、
終
日
不
食
、
無
力
又
殊
に
甚
だ
し
。
」

ハ
イ
ス
テ
ル
の
「
外
科
学
」
Ｐ
画
胃
ｇ
吻
国
の
宮
⑦
園
○
巨
冒
喧
印
迄
弓
馬
の

蘭
訳
本
国
の
⑦
冒
冒
島
鴨
Ｏ
ａ
３
ご
鳥
目
〕
局
と
は
、
杉
田
玄
白
が
「
ヘ

イ
ス
テ
ル
の
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
」
と
称
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
本
に

は
、
興
味
あ
る
扉
絵
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
オ
ー
フ
ン
ダ
語
の
解
説
文
が
つ
い
て

い
る
。
し
か
し
現
在
ま
で
わ
が
国
で
は
、
こ
の
解
説
文
を
翻
訳
ま
た
は
解
説

し
た
人
は
ひ
と
り
も
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
演
者
は
こ
の
扉
絵
の
ほ
ぼ
中
央

に
、
医
学
の
象
徴
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
印

象
を
受
け
、
解
説
文
の
翻
訳
を
試
承
た
（
扉
絵
は
原
著
に
掲
載
す
る
予
定
に

つ
き
、
こ
こ
に
は
省
略
し
た
）
。

「
扉
絵
の
解
説
」
の
概
略

扉
絵
の
ほ
ぼ
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
有
鬚
の
人
物
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ア

ポ
ロ
ン
神
で
、
彼
の
頭
は
月
桂
冠
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
右
手
に
は
、

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
握
ら
れ
、
こ
の
杖
は
ア
ポ
ロ
ン
の
息
子
、
医

神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
を
表
現
し
て
い
る
。
絵
の
上
部
の
楕
円
形
の
額
に

は
、
本
書
の
著
者
ハ
イ
ス
テ
ル
の
肖
像
が
描
か
れ
、
下
部
の
額
に
は
、
翻
訳

者
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
（
国
９
９
時
目
言
。
旨
）
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
解

説
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
ス
テ
ル
は
こ
の
絵
で
は
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
息
子
マ

カ
オ
ソ
と
し
て
、
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
同
じ
く
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
と
し
て
、
こ

こ
に
登
場
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
イ
ス
テ
ル
と
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
、

と
も
に
軍
医
で
あ
り
、
マ
カ
オ
ソ
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
も
、
ト
ロ
イ
ァ
戦
争

ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
蘭
訳
本
の
扉
絵古

川

明
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